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特定非営利活動法人（認定NPO法人） ジャパン・プラットフォーム
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JPF発！ SDGsを考える

JPF賛助企業・団体一覧

JPFへの様々なサポート 賛助企業・団体の他にも様々な企業・団体の皆様に、本業を活かしたサポートにより
JPFの運営を支えていただいております。

「賛助会員」などにより、JPFの運営を平時からご支援いただいている企業を掲載しています。

紛争や自然災害は巨大化・頻発し、影響を受ける人が増える中、

ジャパン・プラットフォームは現地のニーズにもとづく支援を届けるため、活動を続けています。

五十音順  敬称略

このほかにもご支援を頂いている多くの個人の方々、また特定の事業でご支援いただいている企業・団体の方々には、皆様のお名前を掲載することができず
申し訳ありませんが、ここに心より御礼申し上げます。今後ともご支援のほど、宜しくお願い致します。

ジャパン・プラットフォーム（JPF）はJPFの主旨に賛同し、活動を継続的にバックアップしてくださる個人の方や企業、団体を募集しています。詳しくはウェブサイトをご覧ください。
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　SDGs（持続可能な開発目標）は、2015年に開催されたニューヨークの国連総会
で、貧困や飢餓を撲滅し、地球環境を壊さずによい生活を送ることができる世界を
めざそうと世界の国々が採択したものです。
　SDGsは17の目標と169の実行項目で構成され、目標期限は2030年。例えば、
目標4は「すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会
を促進する」とありますが、JPFも複数のプログラムで教育関連の事業を行っていま
す。JPFは被災者のニーズに寄り添いながら、そしてプラットフォーム上の方々の知見
や力を集めながら支援をする中で、SDGsの目標達成にも貢献し、『誰一人取り残さ
ない』世界の実現にチャレンジしてまいります。

ミャンマー避難民人道支援（2017年10月～） ©Turjoy Chowdhury/Disasters Emergency Committee



雪の中でおもいっきり遊ぶ子どもたちと辺見代表（右） ©青空保育たけの子

難民キャンプの風景 ©PWJ

　

木
に
登
っ
た
り
、ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
泥
ん
こ
に

な
っ
た
り
！「
自
然
の
中
で
そ
の
子
ら
し
く
遊
べ
る
よ
う

に
」と
N
P
O
法
人
青
空
保
育
た
け
の
子（
山
形
県
米

沢
市
）の
辺
見
妙
子
代
表
が
作
っ
た
保
育
施
設
と「
冒
険

遊
び
場
」で
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す
だ
。

　

辺
見
代
表
は
2
0
0
9
年
、
子
ど
も
が
リ
ュッ
ク
を
背

負
っ
て
自
然
の
中
で
遊
ぶ
幼
稚
園
を
福
島
市
内
に
設
立

し
た
。
し
か
し
2
0
1
1
年
に
震
災
が
発
生
。
野
外
で

自
由
に
遊
ば
せ
る
こ
と
を
気
に
す
る
家
庭
も
あ
る
中
で
、

辺
見
代
表
は「
自
然
の
中
で
そ
の
子
ら
し
く
」は
譲
れ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
福
島
か
ら
車
で
1
時
間
ほ
ど
の
場
所

に
あ
る
米
沢
市
へ
の
移
転
を
決
め
た
。「
誰
か
の
せ
い
に

し
た
り
愚
痴
っ
た
り
す
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
連
れ
出
す
責
任
は
自
分
に
あ
る
と
思
っ
た
」と
決
意

を
振
り
返
る
。

　

米
沢
に
移
転
し
て
か
ら
は
、
J
P
F
の
資
金
助
成
や

支
援
も
受
け
て
、
辺
見
代
表
自
ら
が
古
い
納
屋
を
改
修

し
て
保
育
施
設
に
し
、
庭
に
は「
冒
険
遊
び
場
」を
設
立

し
た
。
今
で
は
、
福
島
市
に
暮
ら
す
子
や
米
沢
市
内
に

自
主
避
難
す
る
子
が
毎
日
元
気
に
通
園
。
土
日
は
、「
思

い
っ
き
り
遊
ば
せ
た
い
」と
福
島
か
ら
訪
れ
る
家
族
に
開

放
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
の
拡
大
を
踏
ま
え
、
現
在
は
宿
泊

施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
計
画
中
だ
。

　

辺
見
代
表
に
は
、と
り
わ
け
忘
れ
ら
れ
な
い
園
児
が
い

る
。「
66
歳
に
な
っ
た
ら
福
島
で
遊
べ
る
」と
思
っ
て
い
た

子
だ
。「
そ
の
子
は
、こ
こ
で
の
思
い
出
ば
か
り
を
話
し

て
く
れ
た
ん
で
す
。
大
人
に
な
っ
た
時
、
場
所
が
違
っ
て

も
故
郷
が
あ
っ
て
、た
く
さ
ん
遊
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
。
そ
の
想
い
が
私
の
原
動
力
で
す
」。

た
く
さ
ん
遊
ん
だ

思
い
出
を
作
る

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
（
福
島
支
援
強
化
）
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着
の
身
着
の
ま
ま
で

避
難
し
て
き
た
人
に
寄
り
添
う

　

2
0
1
7
年
8
月
25
日
以
降
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
国

境
を
越
え
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
避
難
し
た
人
※1
は
65
万

人
以
上
に
の
ぼ
り
、そ
の
数
は
い
ま
だ
増
え
続
け
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
短
期
間
に
、こ
れ
だ
け
大
規
模
な
避
難
民
の

流
入
は
過
去
に
例
が
な
く
、
国
際
社
会
に
よ
る
緊
急
人

道
支
援
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

J
P
F
は
10
月
13
日
に
対
応
を
開
始
し
、こ
れ
ま
で

に
7
つ
の
J
P
F
加
盟
N
G
O
※2
が
緊
急
支
援
を
実
施

し
た
。
着
の
身
着
の
ま
ま
で
、
背
負
え
る
だ
け
の
最
低

限
の
家
財
道
具
を
持
っ
て
逃
げ
て
き
た
人
々
か
ら
は
、

シ
ェ
ル
タ
ー
資
材
や
衣
類
、
衛
生
用
品
、
台
所
用
品
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、疲
れ
果
て
て
難
民
キ
ャ
ン
プ

に
辿
り
つ
い
た
避
難
民
の
中
に
は
体
調
を
崩
す
人
も

多
く
、医
療
支
援
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
。

　

J
P
F
加
盟
N
G
O
の
一つ
で
あ
る
H
u
M
A（
災
害

人
道
医
療
支
援
会
）か
ら
派
遣
さ
れ
た
医
師
は「
お
た
ふ

く
か
ぜ
の
子
ど
も
が
い
た
が
、
家
に
は
他
に
も
子
ど
も
が

6
人
い
る
ら
し
く
、
狭
い
住
居
環
境
の
中
、
感
染
が
広
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
住
環
境
や
衛
生
状

態
の
改
善
が
急
務
で
あ
り
、
医
療
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
状
況
だ
。
感
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
患
者
を
見
つ

け
て
は
次
々
と
治
療
し
て
い
く
こ
と
が
、
医
師
と
し
て
今

で
き
る
支
援
だ
と
思
う
」と
語
る
。

　

故
郷
に
帰
り
た
い
け
ど
帰
れ
な
い
。
避
難
民
の
悲
し
み

に
寄
り
添
い
、
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
支
援
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
避
難
民
人
道
支
援

S t o r y  ～ 支 援 現 場 か ら ～  # 2
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©青空保育たけの子©青空保育たけの子敷地内の地図 ©青空保育たけの子敷地内の地図 ©青空保育たけの子 ©青空保育たけの子
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※1：JPFでは、民族的背景および避難されている方々
の多様性に配慮し、「ロヒンギャ」ではなく「ミャンマー
避難民」という表現を使用します。

※2：
特定非営利活動法人 難民を助ける会、
特定非営利活動法人 グッドネーバーズ・ジャパン、
特定非営利活動法人 災害人道医療支援会、
特定非営利活動法人 メドゥサン・デュ・モンド ジャポン、
特定非営利活動法人 ピースウィンズ・ジャパン、
公益社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン、
特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン
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J
P
F
の
最
近
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

❹南スーダン支援
　2016年6月～
数年後の姿を見据えて支援事業を計画する複数年プログラムを展
開中。ひ益者の自立も念頭に置き活動している。水や食料の配布、
衛生改善、子どもの保護、教員の研修などを行っている。

❷熊本地震被災者支援 
　2016年4月～
熊本の人々や地域の力で復興することを後押しするため、JPFは人材育成事業と連携促進事業を実施。 

❶東日本大震災被災者支援
　2011年3月～
福島では「社会的弱者の支援」「地域セーフティネット強化」「地
域文化の存続」「放射能不安への対応」「地元主体のネットワー
ク促進」の５つの課題に対応する支援を実施。宮城と岩手で
は、被災者のニーズを拾い上げて公的支援につなげる「フード
バンク事業」のほか、支援人材の育成や組織基盤強化にも力
を入れている。  ▶▶P3 1月29日に開催した福島の現状と“明日”について

語り合うイベント風景

❸ミャンマー避難民人道支援
　2017年10月～
バングラデシュへ避難する人々の中には親を失ったり体調を崩したり
した子どもたちもたくさん含まれている。JPFは支援のニーズを見極
め、生活に必要な物資の配付や医療提供などを実施している。  
▶▶P2

　

J
P
F
は
、
世
界
各
地
に
お
け
る
自
然
災
害
に
よ
る

被
災
者
、
紛
争
に
よ
る
難
民
に
対
し
、
迅
速
で
効
果
的

な
緊
急
人
道
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
0
年

発
足
以
来
、
47
の
国
・
地
域
に
お
い
て
総
額
4
5
0
億

円
以
上
、
1,
3
0
0
事
業
以
上
の
人
道
支
援
活
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
長
は
N
G
O
・
経
済
界
・
政
府
の
ほ
か
、
学
識
界
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
集
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
や
資
源
を
生
か
し
た
連
携
・
協
力
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
。
各
得
意
分
野
を
持
つ
47（
2
0
1
8

年
2
月
現
在
）の
加
盟
N
G
O
と
情
報
や
学
び
を
共

有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
緊
急
人

道
支
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
と
も
に
被
災

者
や
難
民
の
ニ
ー
ズ
に
根
ざ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

5 4

❾モンゴル雪害対応2017
　2017年3月～

●シエラレオネ水害被災者支援2017
　2017年8月～

❺イラク・シリア人道危機対応
　2012年11月～
2012年11月からシリアと周辺国（イラク、レバノン、
ヨルダン、トルコ）で避難民・難民に対して教育や
医療、食料・物資配布などを通して支援している。

❽アフガニスタン
　帰還難民緊急支援2017
　2017年10月～

❼パレスチナ・ガザ人道支援2014
　2014年8月～

JPF2017年活動報告会
JPFは2017年12月7日、「第1回JPFデー：JPF2017
年活動報告会」を開催しました。JPFは2017年から、
JPFが設立された8月10日を「JPFデー」と名づけ、JPF
にかかわってくださっているNGO、企業、政府、賛助会
員、学生、JPF役員、JPF職員などすべての方々が、より
深く活発なコミュニケーショ
ンを行う日を発足させました。
プラットフォームで関係者が
よりよい支援を実現するため
に知恵を絞ってまいります。

❻イエメン人道危機対応
　2015年10月～
推定人口2,930万人のうち約8割の22.2万人が
何らかの人道支援や保護を要していると国連が発
表しているイエメンにおいては、JPFは子どもたちの
ための緊急学習支援や食糧配布、栄養・衛生支
援などをイエメン国内で実施している。

❶❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

❷

支援が必要な
人たち

経済界

政府
学術界

個人

加盟
NGO

様々な分野の支援

❶フードバンク事業の一環で、大学生が自主的に交渉したスー
パーにてフードドライブ(食品回収キャンペーン)を実施 ❷熊本各
地での被災者の現状や支援ニーズを共有する会議をJPFと
KVOADが開催 ❸ミャンマーからバングラデシュへ避難した人々
のために仮診療所での医療支援 ❹紛争の影響から子どもを守
るため、南スーダンのタンブラ郡で小学校低学年に教育の機会
を提供する支援 ❺ヨルダンのザアタリ難民キャンプの学校で、
音楽やストーリーライティングなどを組み込む授業を提供する
支援 ❻視覚障害のある子には眼鏡を提供して通学を促進しな
がら学習支援センターで学ぶ機会を提供する支援 ❼ガザでは
乳幼児の30％以上に貧血が見られるため、医療支援を実施中 
❽本を読んだり絵を描いたりするほか、イベントや語学教室も
開講する機会とスペースを提供 ❾教材ポスターを使ってDRR
（防災・減災）について啓発する支援

©CCP©CCP

©JPF©JPF

©フードバンク岩手©フードバンク岩手＠HuMA＠HuMA©KnK©KnK

©WVJ©WVJ©Ali AshwalSave the Children©Ali AshwalSave the Children©SVA©SVA

©SCJ©SCJ



必要としている人々に必要な支援を迅速
に届けるため、NGOや企業や政府などが
強みを発揮して連携できるよう、日々奮闘
しているJPF事務局スタッフ。「日頃どん
な活動をしているの？」というギモンにお応
えし、スタッフの活動をご紹介します。

　JPFに入職してから多くの支援プログラムを通して
出会いがありましたが、特に古田中にとって思い出
深いのが2010年の独立前のスーダン南部出張。
JPF加盟NGOの奮闘する姿、そして支援を受ける
方の生の声に触れることができ、支援活動の現場
を体感できました。JPF加盟NGOが互いに協力し
合いながら、より質の高い支援を求めていたのも印
象的でした。南スーダンはその後独立したものの政
情は安定せず、食糧危機も続き、JPFは引き続き
支援を実施しています。今は、保育園に通う息子
がいるため長期の出張の機会が少ない古田中で
すが、過去の現場視察経験が寄付者に支援の
必要性を伝えるモチベーションとなっています。

　渉外部の主な仕事は、JPFを応援してもらうため
の土壌づくりや寄付の仕組みを整えること、寄付
者へのお礼と活動報告などです。この日は、寄付
のお願いをするチラシについて、制作会社の方と
打ち合わせ。寄付金で実現できた支援活動を、チ
ラシを通して寄付者に身近に感じていただけるよ
う、制作会社の方と一緒により効果的なデザイン
や見せ方を考えます。こうした結果、寄付者からう
れしい反応をいただくことは、寄付者と被災者と支
援者をつなげるパイプ役としての醍醐味を感じる瞬
間！だからこそ、寄付者からいただくお声一つ一つ
に丁寧に対応していくことも大切にしています。

JPF事務局スタッフを
ズームアップ

JPFの大切なパートナーである日本政府。
JPFは2000年設立以降、外務省国際協
力局民間援助連携室（以下、民連室）と連
携しながら海外での人道支援を実施して
います。このコーナーではＪＰＦへの期待
などをお伺いします。

外務省・民連室長に
聞きました！

日
本
の
代
表
と
い
う
意
識
と

き
め
細
や
か
な
支
援
を
期
待

　
Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
前
号
の
J
P
F
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

v
o
l
17
で
は
、「
民
連
室
は
、
日
本
の

N
G
O
に
よ
る
顔
の
見
え
る
国
際
協
力
を

支
援
し
て
い
る
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
だ
と
お

考
え
で
す
か
？

外
務
省
：
援
助
の
現
場
で
、こ
れ
は
日
本
国

民
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
て
日
本
の

N
G
O
が
行
っ
て
い
る
支
援
だ
と
い
う
こ
と

が
伝
わ
る
よ
う
に
、日
本
の
N
G
O
で
あ
る
こ

と
の
自
覚
と
主
体
性
を
持
っ
て
事
業
を
実
施

し
て
頂
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

草
の
根
レ
ベ
ル
で
N
G
O
か
ら
支
援
を
受
け

た
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は「
援

助
そ
の
も
の
」も
し
く
は「
日
本
の
N
G
O
の

人
々
」か
ら
形
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

N
G
O
の
方
々
は
、
自
分
た
ち
が
日
本
を

代
表
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

日
本
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
支
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
J
P
F
の
強
み
は
ど
の
よ
う
な
点

で
し
ょ
う
か
？

外
務
省
：
規
模
や
理
念
、分
野
の
異
な
る
４７

も
の
N
G
O
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
し

て
お
り
、
政
府
や
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
緊

急
人
道
支
援
を
行
う
仕
組
み
は
、他
に
な
い

J
P
F
の
強
み
だ
と
考
え
ま
す
。
N
G
O

の
間
で
成
果
や
情
報
な
ど
を
共
有
し
つ
つ
、

お
互
い
に
高
め
合
え
る
関
係
が
も
っ
と
進
め

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
し
、
民
間
企
業
の
資
金

や
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
、リ
ソ
ー
ス
を
よ
り
大
胆

に
取
り
込
ん
で
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
N
G
O
の
強

み
は
、国
際
機
関
等
と
連
携
し
て
支
援
が
届

か
な
い
地
域
や
分
野
で
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
見
つ
け
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
す
。
J
P
F
の
個
別
事
業
は
、支
援
国
で
の

支
援
方
針
に
沿
っ
て
、
現
地
で
の
他
の
ア
ク

タ
ー
と
の
援
助
協
調
や
調
整
を
行
っ
た
後
に

計
画
さ
れ
る
も
の
で
す
。
国
際
支
援
計
画

の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
、自
ら
の
持
ち
場
で
最

大
限
良
質
の
支
援
を
行
お
う
と
努
め
て
い
る

N
G
O
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
心
強
い
存
在

で
す
。
ま
た
S
D
G
ｓ
※
の「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」取
り
組
み
の
実
現
に
も
資
す
る
も

の
で
す
。

JPFで企業や個人の窓口とな
る渉外部に所属し、寄付者にむ
けてのメッセージを考える日々。
新卒では、金融機関の人事部

に勤務。海外の大学院留学などを経てJPFに渉外・
広報担当として入職。様々な調整業務や、JPFに
とって転機となった東日本大震災の支援立ち上げも
経験。その後一旦民間企業に転職するものの、
出産を機に一昨年前より再びJPFに復職。

渉外部

古田中由華

ジャパン・プラットフォーム（JPF）は、NGO・経済界・政府が対等なパートナーシップの
もとに連携し、迅速かつ効率的な緊急人道支援を行うためのしくみ（プラットフォーム）です。
NGO・経済界・政府・JPF事務局の活動や素顔をご紹介します。

プラットフォームでともに
支援する人々
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現場での体験がモチベーション 寄付者と被災者と支援者をつなぐ
エピソード①エピソード②

P
A
R
C
I
C
：
当
団
体
は
、緊
急
期
だ

け
で
な
く
復
興
期
、開
発
期
と
長
く
被
災

者
に
関
わ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
け
る
紛
争
に

よ
る
被
災
者
支
援
で
は
、
緊
急
期
に
医

薬
品
配
布
や
教
育
施
設
の
修
復
を
行
っ
た

後
、現
地
の
コ
ー
ヒ
ー
農
家
を
支
援
し
、そ

の
組
合
作
り
や
品
質
改
善
ま
で
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。

A
A
R
：
A
A
R
は
緊
急
支
援
、
地
雷
、

感
染
症
対
策
、
障
が
い
者
、
啓
発
と
い
う

５
つ
の
柱
を
据
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

名
前
の
通
り
、難
民
を
助
け
る
こ
と
を
目

的
に
、難
民
を
生
み
出
す
原
因
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

P
A
R
C
I
C
：
J
P
F
に
加
盟
し
て
い

る
と
、緊
急
期
は
J
P
F
の
迅
速
な
対
応

や
資
金
助
成
の
お
か
げ
で
早
め
に
出
動
で

き
ま
す
ね
。

A
A
R
：
J
P
F
加
盟
N
G
O
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
現
地
の
情
報
を
ス

ム
ー
ズ
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
強
み

で
す
ね
。
特
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
る
P
A
R
C
I
C
は
心
強
い

存
在
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

P
A
R
C
I
C
：
ト
ル
コ
で
支
援
し
て
い

た
時
、ひ
益
者
の
ご
家
族
に
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

A
A
R
に
相
談
し
た
結
果
、車
い
す
と
補

聴
器
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
顔
の
わ
か
る
関
係
で
あ
る
が

ゆ
え
に
連
携
で
き
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
実
現
で
き
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

A
A
R
：
個
々
の
N
G
O
の
強
み
を
生
か

し
た
事
業
を
集
結
さ
せ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
大
き
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
J
P
F

の
良
さ
で
す
よ
ね
。

P
A
R
C
I
C
：
J
P
F
を
通
し
て
現

地
政
府
の
動
き
が
わ
か
る
の
も
い
い
い
で
す

よ
ね
。
現
地
で
支
援
活
動
を
す
る
に
あ

た
っ
て
必
要
な
ビ
ザ
や
団
体
登
録
に
関
す

る
情
報
も
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
A
R
：
今
後
は
J
P
F
に
集
ま
る
企
業

や
団
体
が
、も
っ
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見

交
換
で
き
る
よ
う
に
交
流
が
活
発
化
す
る

と
い
い
な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

パルシック（PARCIC）/西森光子氏(右)　海外事業を実施する民際協力部で主にスリランカ事業を担当
難民を助ける会（AAR Japan）/古川千晶氏（左）　緊急人道支援プログラムマネージャー

「
い
つ
も
の
も
し
も
」の
気
持
ち
で
、

災
害
へ
の
備
え
や
社
会
に
貢
献

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
無
印
良
品
の
社
会
貢
献
に
関
す
る
方
針

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

良
品
計
画
：
弊
社
は「
商
い
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
」と
い
う
考
え
の
も
と
、製
品
を
通
し
て
社

会
の
役
に
立
ち
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
範
囲
で
で

き
る
こ
と
を
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定

の
部
署
や
誰
か
が
担
当
に
な
る
の
で
は
な
く
、
社

員
全
員
が
、す
べ
て
の
事
業
が
社
会
へ
の
貢
献
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
Ｊ
Ｐ
Ｆ
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
募
金
券

の
仕
組
み
も
そ
の
１
つ
で
す
ね
。

良
品
計
画
：
ネ
ッ
ト
ス
ト
ア
担
当
者
が「
ネ
ッ
ト
ス
ト

ア
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、お
買
い
物
つ
い
で

に
何
か
で
き
る
と
い
い
よ
ね
」と
い
う
ア
イ
デ
ア
や
日

頃
の
お
客
様
の
声
か
ら
誕
生
し
た
仕
組
み
な
ん
で

す
よ
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
災
害
時
の
備
え
に
向
け
た
寄
付
も
お
寄

せ
く
だ
さ
っ
て
い
る
点
が
あ
り
が
た
い
で
す
。

良
品
計
画
：
日
用
品
を
扱
う
当
社
に
は
、「
い
つ
も

の
も
し
も
」と
い
う
考
え
方
が
商
品
開
発
の
基
本
に

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
持
ち
運

び
し
や
す
い
よ
う
に
、キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
別
売
り

で
販
売
し
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
備
え
へ
の
ご
協
力

も
、「
い
つ
も
の
も
し
も
」の
延
長
な
ん
で
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
ど
ん
な
点
に
共
感
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
か
？

良
品
計
画
：
お
店
は
商
品
を
売
る
だ
け
で
な
く
、

お
客
様
に
、
商
品
を
通
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た

り
、よ
り
良
い
暮
ら
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
っ
た

り
す
る
場
。
そ
う
い
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
無
印
良

品
に
と
っ
て
、お
店
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、

こ
の
点
が
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と
合
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、緊
急
時
の
支
援
は
ば
ら
ば
ら
に
し
て
い

る
と
、需
要
と
供
給
の
ア
ン
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
と
聞

き
ま
す
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
調
整
役
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
て

お
り
、
第
3
者
の
立
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、信
頼
感
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
最
後
に
、

今
後
J
P
F
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

良
品
計
画
：
Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
多
く
の
企
業
が
集
ま
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
も
あ
る
の
で
、社
会
貢
献
を
活

発
に
し
て
い
る
企
業
の
方
に
よ
る
講
演
な
ど
、
企

業
も
知
見
を
共
有
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

JPFには47のNGOが加盟し、国内外で得意分野を生かした支援を実施しています。これまでJPFが加盟NGOとともに届けてきた
支援規模は、2017年3月末時点で47の国と地域で1300事業以上、450億円以上にのぼります。加盟NGOの難民を助ける会
（AAR Japan）の古川千晶氏とパルシック（PARCIC）の西森光子氏に、JPFの魅力についてお話を聞きました！ 

ＪＰＦ加盟ＮＧО対談
NON-GOVERNMENTAL ORGANIZATIONS

ＪＰＦのパートナーとして支
援を届ける企業にお話を伺
うコーナー。今回は、株式
会社良品計画（以下、良品計
画）企画室 広報・IR担当課
長の大栗麻理子氏にインタ
ビュー。良品計画は、お買
い物のように寄付できる募
金券※を通して、災害への備
えに向けた寄付や東日本大
震災支援をお寄せいただい
ています。
※募金券 
https://www.muji.net/store/cmdty
/donation/

企業に
インタビュー

BUSINNESSES

©JPF

©PARCIC

©AAR

株式会社良品計画 企画室 広報・IR担当の大栗麻理子課長 外務省 国際協力局 民間援助連携室の佐藤靖室長

株式会社良品計画
企画室 広報・IR担当課長

大栗麻理子氏

©JPF
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